
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
自
由
」
と
国
家

│
│
Ａ
・
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
の
検
証
│
│

石

井

基

博

序

論

『
自
由
で
あ
る
こ
と
の
苦
し
み
│
│
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
の
再
生
』（
二
〇
〇
一
年
）（
以
下
『
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
再
生
』

と
略
記
）⑴
の
中
で
、
現
代
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
あ
る
ア
ク
セ
ル
・
ホ
ネ
ッ
ト
（A

xel
H
onneth

1949-

）
は
、
独
特
の
方
法
論
的
解
釈
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
卓
越
し
た
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
著
作
に
お
い
て
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
一
方
で
ヘ
ー
ゲ
ル

（G
eorg

W
illhelm

Friedrich
H
egel,1770-1831

）
の
「
人
倫
（die

Sittlichkeit

）」
理
論
の
意
義
と
固
有
性
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
的
自
由
（kom
m
unikative

Freiheit

）」
の
概
念
の
展
開
と
し
て
読
み
解
い
て
い
る
⑵
。

他
方
で
彼
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
を
「
近
代
的
正
義
の
一
般
理
論
」（S.45

）
な
い
し
端
的
に
「
正
義
論
」（S.52

）
と
み
な
し
つ

つ
、
そ
の
法
哲
学
に
対
し
て
我
々
の
社
会
的
生
活
世
界
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
「
無
規
定
態
の
苦
し
み
（Leiden

an
U
nbestim

m
theit

）」

と
い
う
病
理
学
的
影
響
へ
の
「
時
代
診
断
（Zeitdiagnose

）」
に
基
づ
く
「
病
理
学
（Pathologien

）」
と
い
う
現
代
的
解
釈
ア
プ
ロ
ー
チ

を
展
開
し
て
い
る
（
当
該
著
作
の
「
第
３
章
」）（S.45

ff.,bes.S.52

）。
さ
ら
に
彼
は
、「
法
的
自
由
」
と
「
道
徳
的
自
由
」
と
い
う
二
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つ
の
一
面
的
で
不
完
全
な
自
由
概
念
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
立
化
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
上
述
の
よ
う
な
「
社
会
的
病
理
」
か
ら
の

「
解
放
」
を
展
望
し
て
、「
人
倫
」
の
学
説
の
持
つ
「
治
療
的
機
能
」
に
よ
っ
て
そ
の
病
理
の
「
批
判
的
克
服
」（S.76

）
が
可
能
で
あ
る

と
み
な
し
、
人
倫
理
論
の
「
治
療
的
分
析
」（Ibid.

）
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
（
同
「
第
４
章
」）。
最
終
の
第
Ⅲ
部
で
は
、
ホ
ネ

ッ
ト
の
独
自
の
解
釈
視
点
か
ら
ま
ず
三
つ
の
人
倫
領
域
の
序
列
化
お
よ
び
二
つ
の
「
相
互
作
用
の
範
型
」（「
相
互
承
認
（reziproke

A
n-

erkennung

）
と
教
養
形
成
プ
ロ
セ
ス
（die

B
ildungsprozesse

）」）
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
（
同
「
第
５
章
」）。
そ
の
後
そ
の
立
場
か
ら

ヘ
ー
ゲ
ル
の
人
倫
理
論
に
お
け
る
制
度
論
お
よ
び
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
「
国
家
（der

Staat

）」
概
念
へ
の
批
判
が
な
さ
れ
る
（
同
「
第
６

章
」）。

こ
の
よ
う
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
『
へ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
再
生
』
に
お
い
て
、
上
述
の
よ
う
な
独
特
の
方
法
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

っ
て
全
体
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
の
積
極
的
な
再
評
価
・
解
釈
を
行
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
反
面
で

「
相
互
作
用
の
範
型
（die

Interakitionsm
uster

）」（S.91
ff.

）
と
み
な
さ
れ
る
上
述
の
両
概
念
を
軸
と
し
た
彼
の
解
釈
視
点
は
、
相
互
主

体
性
の
形
式
を
過
度
に
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
眼
目
と
す
る
「
人
倫
化
（die

V
ersittlichug

）（§255
Zusatz

）
や
倫
理

的
共
同
態
（
全
体
）
の
観
点
か
ら
の
個
人
の
「
自
由
」
の
実
現
の
究
明
と
い
う
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
由
論
の
も
う
一
方
の
重
要
な
特
質
が
欠
落

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
上
の
観
点
か
ら
従
前
に
な
し
た
彼
の
ヘ
ー
ゲ
ル
論
に
関
す
る
研
究
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
そ

の
際
に
論
じ
切
れ
な
か
っ
た
彼
の
ヘ
ー
ゲ
ル
批
判
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
課
題
の
遂
行
の
た
め
に
、
ま
ず

第
１
節
で
は
従
前
研
究
で
指
摘
し
え
な
か
っ
た
彼
の
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
の
欠
落
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。
次
に
第
２
節
で
は
、
ホ
ネ
ッ

ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
た
形
で
論
究
す
る
た
め
に
、
そ
の
解
釈
に
お
い
て
彼
と
相
互
承
認
の
理
論
を
重
視
す
る
な
ど

の
共
通
点
お
よ
び
彼
か
ら
の
継
承
点
を
持
ち
な
が
ら
、
彼
と
一
線
を
画
す
る
独
自
の
解
釈
視
点
を
提
示
し
て
い
る
、
Ｒ
・
Ｂ
・
ピ
ピ
ン
の

ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
の
中
心
的
諸
論
点
を
概
括
す
る
。
そ
し
て
最
後
の
第
３
節
で
は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
的
人
倫
概
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念
お
よ
び
国
家
論
の
批
判
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
以
上
の
究
明
を
通
じ
て
本
稿
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
人
倫
理
論
お
よ
び
国
家
論
の

核
心
部
分
を
よ
り
鮮
明
に
際
立
た
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

第
１
節
『
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
再
生
』
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
自
由
」

│
│
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
の
特
性
と
問
題
点
│
│

本
節
で
は
、
従
前
に
な
し
た
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
に
関
す
る
研
究
の
主
要
論
点
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
問
題
点

に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

（
１
）
二
つ
の
「
不
完
全
な
自
由
モ
デ
ル
」
と
そ
の
「
限
界
」

ホ
ネ
ッ
ト
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
を
構
成
す
る
三
分
法
（
著
作
の
三
部
構
成
に
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
）
の
最
初
の
二
つ
の
「
抽

象
な
法
（
権
利
）」
と
「
道
徳
性
」
の
構
想
が
「
個
人
的
自
由
」
の
二
つ
の
不
十
分
な
規
定
と
し
て
提
示
さ
れ
た
提
案
を
、『
法
哲
学
』
の

「
真
に
独
創
的
な
核
心
」（S.16

）
と
み
な
し
、
そ
の
よ
う
な
不
十
分
な
規
定
が
も
た
ら
す
「
無
規
定
態
の
苦
し
み
」
か
ら
の
「
解
放
」
の

意
味
を
ヘ
ー
ゲ
ル
の
正
義
論
と
し
て
の
構
想
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
体
系
の
再
構
成
の
位
相
の
も

と
で
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
二
つ
の
不
完
全
な
自
由
モ
デ
ル
で
あ
る
「
抽
象
的
な
法
（
権
利
）」
と
「
道
徳
性
」
の
章
に
関
し
て
、
両
モ
デ
ル

そ
れ
ぞ
れ
の
「
積
極
的
な
機
能
」
と
同
時
に
、「
そ
れ
ら
の
必
然
的
な
限
界
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（S.53

）。
こ
こ
で
は
特
に
従
前
の

研
究
で
は
論
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
「
道
徳
性
」
の
「
限
界
」
に
関
し
て
見
る
と
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、「
道
徳
性
」
の
領
域
で
「
人
倫

の
領
域
へ
の
移
行
の
必
然
性
」
に
関
す
る
説
得
が
試
み
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
た
（S.61
）。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
移
行
の
必
然
性
」
の
根

― １２１ ― 「コミュニケーション的自由」と国家



拠
と
し
て
、
彼
は
道
徳
的
立
場
の
「
受
容
」
か
ら
「
す
べ
て
の
実
践
的
決
意
の
消
失
」・「
行
為
の
喪
失
」
へ
至
ら
ざ
る
を
え
な
い
、「
社

会
的
病
理
へ
の
敷
居
」
と
い
う
「
限
界
の
踏
み
越
え
」
を
挙
げ
て
い
た
の
で
あ
る
（S.68

）。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
人
倫
の
領
域
へ
の
移

行
」
に
つ
い
て
、
実
際
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
法
哲
学
』
の
「
第
二
部

道
徳
性
」
の
「
第
三
章

善
と
良
心
（D

as
G
ute

und

das
G
ew
issen

）」（§§129-141

）
で
の
「
善
」
と
い
う
「
普
遍
的
実
体
」
と
「
良
心
」
と
い
う
「
意
志
の
主
観
性
」
と
の
「
相
関－

構
造

（V
erhältnis-Struktur

）」⑶
の
理
論
の
展
開
の
結
末
で
あ
る
⑷
。「
道
徳
性
」
の
領
域
の
最
終
章
で
あ
る
当
該
箇
所
に
お
い
て
、「
善
」
と

「
良
心
」
と
し
て
相
対
立
す
る
、
二
つ
の
不
等
性
と
い
う
内
的
「
相
関
」
の
両
契
機
は
、
相
互
に
自
ら
の
特
殊
態
を
「
止
揚
」・
克
服
し
合

う
よ
う
な
、
徹
底
し
た
「
相
関
関
係
」
に
よ
っ
て
初
め
て
、「
真
の
自
己
」
│
│
「
活
け
る
善
（das

lebendige
G
ute

）」
で
あ
る
「
自
由

の
理
念
」（§141

）
と
「
真
の
良
心
」
で
あ
る
「
人
倫
的
心
術
（die

sittliche
G
esinnung

）」（§137

）
│
│
と
し
て
の
存
立
が
可
能
と
な

る
。
要
す
る
に
、「
善
」
と
「
良
心
」
と
し
て
相
対
立
す
る
両
契
機
の
「
相
関－

構
造
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
展
開
さ
れ
る
道
徳
的
立

場
の
「
限
界
」
を
「
止
揚
」・
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
普
遍
的
な
「
善
」
な
い
し
「
義
務
」
の
現
実
態
あ
る
い
は
客
観
性
と
、

道
徳
的
個
別
「
主
観
」
の
「
自
由
」（
理
念
的
な
「
自
己
実
現
」）
と
が
同
時
に
・
両
立
的
に
存
立
し
う
る
「
真
の
自
己
」
と
い
う
べ
き

「
人
倫
」
へ
必
然
的
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
時
代
診
断
的
か
つ
現
代
正
義
論
的
な
解
釈
視
点
か
ら
の
「
道
徳
性
」
の
「
限
界
」
に
関
す
る
論
究
は
、

上
述
の
「
善
」
と
「
良
心
」
の
両
契
機
の
「
相
関－

構
造
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
展
開
さ
れ
る
道
徳
的
立
場
の
「
限
界
」
と
い
う
、
ヘ

ー
ゲ
ル
が
実
際
に
提
示
し
た
論
理
に
対
応
し
た
正
確
な
解
釈
と
は
言
い
難
い
。
不
完
全
な
自
由
モ
デ
ル
の
「
限
界
」
を
示
し
な
が
ら
も
、

直
接
的
で
正
確
な
対
応
の
欠
如
と
い
う
点
で
は
、「
抽
象
的
な
法
（
権
利
）」
に
関
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
実
際
に
近
代
自
然
法
（
理
性
法
）
理

論
の
「
限
界
」
と
し
て
示
し
た
場
合
と
同
様
で
あ
る
⑸
。
と
は
い
え
、
上
述
の
よ
う
に
道
徳
的
立
場
の
「
限
界
」
を
そ
の
「
受
容
」
が
も

た
ら
す
「
社
会
病
理
」
に
お
け
る
「
限
界
の
踏
み
越
え
」
に
見
る
よ
う
な
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
の
距
離
な
い
し
齟
齬
を
抱
え
な
が
ら

「コミュニケーション的自由」と国家 ― １２２ ―



も
、「
抽
象
的
な
法
（
権
利
）」
を
も
併
せ
た
二
つ
の
不
完
全
な
自
由
モ
デ
ル
の
不
可
避
の
「
限
界
」
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

「
限
界
」
に
よ
っ
て
生
起
す
る
「
社
会
病
理
」
か
ら
の
「
解
放
」
の
実
現
が
、
社
会
的
行
為
に
関
す
る
十
全
な
規
範
的
理
念
が
示
さ
れ
る
、

よ
り
高
次
の
「
人
倫
」
の
領
域
に
お
い
て
達
成
さ
れ
う
る
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
全
体
的
体
系
構
成
の
理
解
の
も
と
に
そ
の
解
釈
を

遂
行
し
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
体
系
構
成
の
基
本
的
な
理
解
に
基
づ
い
た
妥
当
と
み
な
し
う
る
再
構
成
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
領
域
に
お
け
る
「
相
互
承
認
」
範
型
の
検
証

次
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
の
核
心
で
あ
る
、「
人
倫
」
領
域
で
具
体
的
に
展
開
さ
れ
る
彼
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
的
自
由
」
の
理
論
に
つ
い
て
検
証
す
る
。（
と
は
い
え
、
彼
の
当
該
著
作
の
第
Ⅲ
部
の
「
第
５
章

自
己
実
現
と
承
認
│
│
「
人
倫
」

に
と
っ
て
の
諸
制
約
」
で
は
、
特
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
概
念
は
、
非
主
題
的
に
の
み
登
場
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、「
個

人
的
自
由
の
実
現
」
が
目
指
さ
れ
る
人
倫
の
三
つ
の
具
体
的
な
領
域
の
序
列
化
を
論
じ
る
こ
の
「
第
５
章
」
以
降
で
は
、「
社
会
的
相
互

作
用
（die

soziale
Interaktion

）」（S.82
ff.

）
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
に
相
当
す
る
術
語
や
、
そ
れ
に
類
義
し
た
用
語
が
多

用
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
の
類
義
的
な
術
語
を
用
い
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
自
由
」
の
中
核
を
担
う
諸
々
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
相
関
に
お
い
て
実
現
す
る
（
個
人
の
）
自
由
の
内
実
に
つ
い
て
、
よ
り
内
在
的
・
分
析
的
に
解
明
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。）
第
Ⅲ
部
の
「
第
５
章
」
で
論
じ
ら
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
自
由
」
の
理
論
の
主
要
内
容
は
、
人
倫
の
三
つ
の
部
分
領
域

の
「
序
列
化
（die

H
ierarchisierung

）」（S.117

）
と
、
す
べ
て
の
社
会
構
成
員
の
個
人
的
自
由
の
実
現
の
た
め
の
不
可
避
の
諸
制
約
と

み
な
さ
れ
る
「
相
互
承
認
」
と
「
教
養
形
成
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
二
つ
の
「
相
互
作
用
の
範
型
（Interaktionsm

uster

）」
で
あ
る
（S.91

ff.

）。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
章
で
確
認
さ
れ
た
「
自
己
実
現
と
承
認
」
の
関
係
に
関
す
る
こ
の
範
型
な
い
し
原
則
が
、「
国
家
」
に
つ
い
て

主
題
的
に
論
じ
ら
れ
る
「
第
６
章
」
の
論
究
で
は
あ
っ
さ
り
と
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
国
家
」
の
章
で
の
共
同
の
財

の
産
出
の
た
め
の
協
力
の
際
の
「
承
認
相
関
（das

A
nerkennungsverhältnis

）」
に
関
し
て
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、「
垂
直
的
関
係
」
が
突
然

「
水
平
的
関
係
」
に
と
っ
て
代
わ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
国
家
は
具
体
的
自
由
の
現
実
態
（die

W
irklichkeit

）
で
あ
る
」（§260

）

と
い
う
周
知
の
一
文
で
始
ま
る
、
第
二
六
〇
節
に
お
け
る
「
個
人
的
諸
人
格
」
に
関
す
る
次
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
述
を
例
示
し
て
い
る

（S.125

）。
す
な
わ
ち
、「
そ
れ
ら
（
人
格
的
個
別
態
と
そ
の
特
殊
な
利
害
関
心
）
は
自
己
自
身
を
通
し
て
、
一
面
で
は
普
遍
的
な
も
の
の

利
害
関
心
と
な�

り�

、
他
面
で
は
知
と
意
志
で
も
っ
て
普
遍
的
な
も
の
を
承�

認�

し�

〔
後
者
の
強
調
の
み
ホ
ネ
ッ
ト
〕、
し
か
も
自
分
自
身
の

実�

体�

的�

精�

神�

と
し
て
承�

認�

し�

〔
同
上
〕、
自
ら
の
究
極
目
的
と
し
て
の
普
遍
的
な
も
の
の
た
め
に
働
く
の
で
あ
る
」（
丸
括
弧
内
は
ヘ
ー
ゲ

ル
の
原
文
の
指
示
内
容
の
補
足
）（§260
）。
こ
の
論
述
に
つ
い
て
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
こ
こ
で
は
諸
主
体
が
普
遍
的
な
も
の
を
「
共
同
的
諸
活

動
を
通
じ
て
」
初
め
て
産
出
す
る
た
め
に
「
相
互
に
承
認
し
な
が
ら
（anerkennend

aufeinander

）」
関
係
し
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

と
い
う
（S.125

）。
そ
う
で
は
な
く
、
こ
の
普
遍
的
な
も
の
は
「
何
か
実
体
の
よ
う
な
も
の
」
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
結
果
承
認
は
、「
下
か
ら
上
へ
と
遂
行
さ
れ
る
確
証
」
と
い
う
意
味
を
保
持
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

（S.125
f.

）。
さ
ら
に
、
こ
の
直
前
の
箇
所
で
も
彼
は
、（
実
際
に
は
そ
う
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
）
仮
定
法
の
表
現
で
、
も
し
「
共
同

で
追
求
さ
れ
る
諸
目
的
」
へ
貢
献
し
よ
う
と
す
る
個
々
人
に
よ
る
「
協
同
的
実
践
（kooperative

Praxis

）」
な
い
し
「
共
同
作
用

（Zusam
m
enw

irken

）」
を
通
じ
た
「
普
遍
的
な
も
の
」
の
実
現
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
よ
う
な
、「
共
同
的
」
自
由
の
概
念
を
ヘ
ー
ゲ
ル

が
明
瞭
に
思
い
描
い
て
い
た
な
ら
ば
、
国
家
を
「
相
互
承
認
の
第
三
領
域
」
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
が
彼
に
と
っ
て
容
易
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
論
じ
て
い
る
（S.125

）。
要
す
る
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
国
家
に
お
い
て
は
諸
個
人
が
自
ら
の
究
極
目
的
と
し
て
の
「
普
遍
的
な
も
の
」

を
共
同
的
諸
活
動
あ
る
い
は
協
同
的
実
践
を
通
じ
た
対
等
な
諸
個
人
相
互
の
「
水
平
的
」
な
承
認
相
関
に
よ
っ
て
産
み
出
す
の
で
は
な
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く
、「
実
体
の
よ
う
な
も
の
」
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た
「
普
遍
的
な
も
の
」
を
諸
個
人
が
「
下
か
ら
上
へ
と
」「
垂
直
的
」、
一

方
的
に
承
認
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
、
国
家
領
域
に
お
け
る
「
相
互
承
認
」
の
破
綻
を
指
摘
し
、
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
国
家
領
域
に
お
け
る
承
認
相
関
に
関
す
る
諸
個
人
に
よ
る
普
遍
的
な
も
の
の
こ
の
「
下
か
ら
上
へ
」
の
垂
直
的
・
一
方
的

な
承
認
と
い
う
彼
の
批
判
は
、
妥
当
性
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
ま
ず
第
一
に
そ
の
批
判
は
、
彼
が
「
第
５

章
」
で
な
さ
れ
た
人
倫
領
域
の
「
序
列
化
」
を
め
ぐ
る
「
市
民
社
会
」
に
対
す
る
「
国
家
」
の
優
位
に
関
す
る
論
究
に
お
い
て
示
し
た
相

互
承
認
範
型
の
定
式
と
相
容
れ
な
い
主
張
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
前
の
研
究
で
論
じ
た
「
第
５
章
」
で
の
相

互
承
認
範
型
の
定
式
は
、
個
々
人
の
な
す
、
国
家
に
お
け
る
「
普
遍
的
な
も
の
」
へ
の
寄
与
は
、
個
々
人
の
諸
々
の
才
能
・
能
力
を
用
い

て
共
同
体
の
「
共
通
の
目
的
」
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
（S.98

）、
い
わ
ば
「
共
同
で
追
求
さ
れ
る
諸
目
的
」
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
個
々
人
に
よ
る
「
協
同
的
実
践
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
他
の
社
会
構
成
員
か
ら
「
自
ら
の
承
認
」
と
い
う
「
相
互
主
体
的
な
確
証
」

を
通
じ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（Ibid.

）。
こ
の
定
式
は
、
国
家
に
お
け
る
「
普
遍
的
な
も
の
」
の
遂
行
の
際
の
「
最
も
正

確
に
」
な
さ
れ
た
説
明
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
（S.97

）。
つ
ま
り
、「
第
５
章
」
で
国
家
に
お
け
る
相
互
承
認
の
範
型
と
し
て
示
さ
れ
た

定
式
と
、「
第
６
章
」
で
の
国
家
に
お
け
る
「
相
互
承
認
」
の
破
綻
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
批
判
と
が
呼
応
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

両
者
の
論
究
の
不
整
合
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
見
す
る
と
論
旨
の
変
更
と
し
か
言
え
な
い
批
判
に
見
え
る
が
、
こ

こ
で
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
丁
寧
に
追
う
と
、
ホ
ネ
ッ
ト
が
導
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
み
な
す
「
共
同
的
」
自
由
の
概
念
の
想
定
の
下

で
考
え
ら
れ
る
、
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
（
範
型
と
し
て
の
）「
相
互
承
認
」
に
基
づ
い
て
彼
が
批
判
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す

る
。「
第
５
章
」
で
定
式
化
さ
れ
た
国
家
に
お
け
る
相
互
承
認
範
型
は
、
正
確
に
は
「
市
民
社
会
」
章
の
「
職
業
団
体
」
と
い
う
「
共
同

体
」
に
お
け
る
相
互
承
認
を
モ
デ
ル
と
し
て
お
り
、
実
際
の
「
国
家
」
の
章
に
お
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
決
着
す
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
が
範
型
と
み
な
す
「
相
互
承
認
」
の
定
式
に
基
づ
い
て
批
判
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
「
国
家
」
の
章
に
関
す
る
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彼
の
解
釈
に
則
っ
た
整
合
的
な
批
判
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
相
互
承
認
範
型
に
基
づ
く
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
第
二
に
当
該
の
批
判
は
、
そ
も
そ
も
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
国
家
」

概
念
の
十
全
な
理
解
の
も
と
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
上
述
の
よ
う
に
実
際
に
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
第
二

六
〇
節
を
例
示
し
、「
個
人
的
諸
人
格
」
が
国
家
に
お
け
る
「
普
遍
的
な
も
の
」
を
自
分
自
身
の
「
実
体
的
精
神
」
と
し
て
「
承
認
す
る
」

仕
方
を
「
下
か
ら
上
へ
」
の
垂
直
的
・
一
方
的
な
承
認
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
の
直
前
の
第258

節
で
国
家
の
「
個
人
に
対
す
る
相
関
関
係
」
に
つ
い
て
論
じ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
国
家
は
「
客
観
的
精
神
（objektiver

G
eist

）」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
個
人
」
自
身
は
国
家
の
一
員
で
あ
る
と
き
に
の
み
、「
客
観
性
、
真
理
性
お
よ
び
人
倫
性
」
を
持
ち
、

「
合
一
（die

V
ereinigung

）
そ
の
も
の
」
が
そ
れ
自
身
諸
個
人
の
「
真
な
る
内
容
と
目
的
」
で
あ
る
（§258

）
と
論
じ
て
い
る
。
さ
ら

に
彼
は
、
抽
象
的
に
考
察
す
る
と
と
断
り
つ
つ
、「
理
性
態
（die

V
ernünftigkeit

）」
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
総
じ
て
普
遍
態
と
個
別
態

と
の
相
互
浸
透
し
合
っ
た
統
一
（die
Einheit
）
に
あ
り
、
…
（
中
略
）
…
客
観
的
自
由
、
す
な
わ
ち
普
遍
的
で
実
体
的
な
意
志
と
、
個

人
的
な
知
識
お
よ
び
特
殊
的
な
諸
目
的
を
追
求
す
る
意
志
と
し
て
の
主
体
的
自
由
と
の
統
一
に
あ
る
」（§258

）
と
い
う
。
こ
の
箇
所
で

は
、
国
家
と
諸
個
人
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、「
普
遍
的
で
実
体
的
な
意
志
」
と
し
て
の
普
遍
態
（
国
家
に
お
け
る
「
普
遍
的
な
も
の
」

（
人
倫
的
共
同
体
に
お
け
る
共
通
善
と
し
て
の
理
念
的
・
社
会
的
な
価
値
・
秩
序
））
と
、「
個
人
的
な
知
識
」
お
よ
び
「
特
殊
的
な
諸
目

的
を
追
求
す
る
意
志
」
で
あ
る
「
個
別
態
」
と
が
、
相
互
浸
透
す
る
形
で
一
体
化
す
る
こ
と
（
諸
個
人
が
特
殊
的
な
諸
目
的
の
追
求
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
「
合
一
」
を
も
目
的
と
し
て
「
普
遍
的
な
も
の
」
の
た
め
に
働
く
「
普
遍
的
生
活
」（Ibid.

）
を
営
む
こ
と
で
（
国
家
と

い
う
）「
客
観
的
精
神
」
の
形
成
に
お
い
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
「
合
一
」）
が
理
性
的
な
在
り
方
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
い
ま
見
た
第
二
五
八
節
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
述
を
も
併
せ
て
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
上
述
の
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
国
家
領
域
に
お

け
る
承
認
相
関
に
関
す
る
諸
個
人
に
よ
る
普
遍
的
な
も
の
の
垂
直
的
・
一
方
的
な
承
認
と
い
う
批
判
点
は
、
換
言
す
れ
ば
、
国
家
と
い
う
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「
客
観
的
精
神
」
に
お
け
る
普
遍
態
と
「
普
遍
的
な
も
の
」
の
た
め
に
働
く
諸
個
人
に
お
け
る
個
別
態
と
の
統
一
な
い
し
合
一
の
仕
方
を

巡
る
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
第
二
五
八
節
で
は
上
述
の
引
用
文
の
直
後
に
は
、
ル
ソ

ー
な
ど
の
近
代
自
然
法
（
理
性
法
）
理
論
に
お
け
る
、
社
会
契
約
論
の
立
場
を
実
際
に
例
示
し
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
近
代
国
家
論
批
判
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ル
ソ
ー
な
ど
の
社
会
契
約
論
の
立
場
に
お
け
る
「
個
別
的
意
志
」（§258

）
に
基
づ
く
「
主
体
的
自
由
」

の
側
面
は
、
確
か
に
古
典
古
代
に
は
な
か
っ
た
人
間
の
「
自
由
な
精
神
性
」⑹
に
お
け
る
新
た
な
特
殊
的
な
「
主
体
性
の
原
理
（das

Prin-

zip
der

Subjektivität
）（§260

）
を
獲
得
し
て
い
る
⑺
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
、「
理
性
的
な
も
の
で
あ
る
」「
普
遍
的
で
実

体
的
な
意
志
」
に
対
置
さ
れ
た
、「
一
面
的
な
契
機
」
に
す
ぎ
な
い
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（§258

）。
つ
ま
り
、
近
代
の
自
然
法
（
理
性

法
）
の
契
約
論
に
お
け
る
、
個
人
主
義
的
な
「
自
由
の
原
理
」
な
い
し
「
国
家
の
原
理
」
は
、
国
家
の
「
理
性
態
」
に
お
い
て
示
さ
れ

る
、「
国
家
の
理
念
そ
の
も
の
」
を
実
現
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
一
面
的
な
個
人
主
義
的
原
理
は
、
普
遍
的

な
意
志
を
た
だ
特
殊
的
な
諸
個
人
の
個
別
的
意
志
か
ら
生
じ
る
、「
共
通
的
な
も
の
（das

G
em
einschaftliche

）」（「
契
約
」
と
し
て
の

「
国
家
に
お
け
る
諸
個
人
の
合
一
」）
と
し
て
の
み
、
捉
え
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
（Ibid.

）。
い
ま
論
じ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
近
代
国
家

論
批
判
の
主
旨
は
、
当
該
の
ホ
ネ
ッ
ト
の
批
判
と
の
関
連
で
は
、
国
家
（
に
お
け
る
「
普
遍
的
な
も
の
」）
と
諸
個
人
と
の
相
関
関
係
は
、

特
殊
的
な
諸
個
人
の
個
別
的
意
志
か
ら
成
る
「
共
通
的
な
も
の
」
と
し
て
の
「
合
一
」（「
原
子
論
的
に
解
体
し
た
」（§308

）
ば
ら
ば
ら

の
諸
個
人
の
単
な
る
集
合
体
）
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
諸
個
人
の
個
別
的
意
志
と
「
普
遍
的
で
実
体
的
な
意
志
」（
あ
る
い
は
「
実
体
的

精
神
」）
と
が
、
一
体
と
な
り
相
互
浸
透
し
合
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、「
普
遍
的
な
実
体

的
意
志
」
は
そ
れ
自
体
と
し
て
固
定
的
な
「
実
体
の
よ
う
な
も
の
」
と
し
て
諸
個
人
の
個
別
的
意
志
か
ら
切
り
離
さ
れ
隔
絶
し
て
存
立
し

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
諸
個
人
の
個
別
的
意
志
相
互
の
（「
協
同
的
実
践
」
と
い
う
形
で
の
）
相
関
関
係
な
い
し
相
互
作
用
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
て
初
め
て
存
立
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
議
の
出
発
点
と
な
っ
た
、
国
家
に
お
い
て
諸
個
人
が
自
ら
の
「
実
体

― １２７ ― 「コミュニケーション的自由」と国家



的
精
神
」
と
し
て
普
遍
的
な
も
の
を
承
認
す
る
際
の
相
関
関
係
は
、
決
し
て
ホ
ネ
ッ
ト
が
批
判
す
る
よ
う
な
諸
個
人
に
よ
る
「
下
か
ら
上

へ
の
」
垂
直
的
・
一
方
的
な
承
認
と
は
な
り
え
ず
、
相
互
浸
透
的
な
合
一
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
そ
の
限
り
で
諸
個
人
相
互
の
協
同
的
実

践
と
い
う
対
等
な
水
平
的
承
認
相
関
を
通
じ
て
実
体
的
精
神
を
形
成
す
る
よ
う
な
仕
方
で
初
め
て
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

か
く
し
て
、
国
家
と
諸
個
人
と
の
承
認
相
関
に
関
す
る
ホ
ネ
ッ
ト
の
批
判
は
妥
当
性
を
欠
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
は
い

え
、
国
家
領
域
を
「
相
互
承
認
の
第
三
領
域
」
に
位
置
づ
け
う
る
か
否
か
と
い
う
ホ
ネ
ッ
ト
が
提
起
し
た
問
題
は
、
当
該
箇
所
に
続
く

「
政
治
的
な
共
同
形
成
（die

politische
M
itgestaltung

）」（S.126

）
な
ど
を
巡
る
彼
の
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
に
対
す
る
具
体
的
な
批
判
に

も
つ
な
が
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
の
で
、
こ
の
問
題
を
社
会
秩
序
の
「
客
観
的
理
性
態
」⑻
と
い
う
観
点
で
捉
え
た
Ｒ
・
Ｂ
・
ピ
ピ
ン

の
解
釈
を
手
掛
か
り
に
し
て
さ
ら
に
熟
考
し
て
い
き
た
い
。

第
２
節

Ｒ
・
Ｂ
・
ピ
ピ
ン
の
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
│
│
実
践
的
理
性
態
の
理
論
│
│

上
述
の
よ
う
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
の
結
論
と
言
い
う
る
主
張
は
、
最
終
の
「
第
６
章
」
で
展
開
さ
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル

の
制
度
論
・
国
家
論
批
判
で
あ
る
。
ホ
ネ
ッ
ト
の
主
張
の
こ
の
主
旨
に
真
っ
向
か
ら
反
対
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
け
る
「
制
度
に
拘
束

さ
れ
た
（institution-bound

）」「
実
践
的
理
性
態
」（p.263

）⑼
の
概
念
を
駆
使
し
て
、
Ｒ
・
Ｂ
・
ピ
ピ
ン
は
人
間
精
神
の
「
歴
史
を
通
じ

た
自
己
教
育
を
具
体
化
す
る
」（p.272

）
諸
制
度
の
重
要
性
な
い
し
「
社
会
的
諸
制
度
の
理
性
態
（the

rationality
of
social

institu-

tions

）」（p.263

）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
制
度
論
・
国
家
論
批
判
の
妥
当
性
を
よ
り
深
く
掘
り

下
げ
て
検
証
す
る
べ
く
、
ピ
ピ
ン
の
こ
の
実
践
的
理
性
態
の
理
論
の
要
点
を
以
下
に
概
括
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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ピ
ピ
ン
は
、
あ
る
社
会
秩
序
を
具
体
化
・
反
映
す
る
「
社
会
的
諸
制
約
」
を
拡
張
す
る
「
よ
り
野
心
的
な
試
み
」
と
し
て
、
直
接
に
ヘ

ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
「
再
生
」
に
関
す
る
ホ
ネ
ッ
ト
の
当
該
著
作
を
取
り
上
げ
て
論
究
し
て
い
る
（pp.255-7

）。
ピ
ピ
ン
は
、
そ
こ

で
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
現
実
的
な
自
由
」
に
と
っ
て
「
最
も
重
要
な
制
約
」、
す
な
わ
ち
、
主
体
が
「
他
者
の
自
由
」
を
自
分
た
ち
自
身
の
自

由
の
制
約
と
し
て
適
切
に
経
験
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
「
諸
々
の
主
体
的
に
理
性
的
な
社
会
的
行
為
者
」
と
し
て
行

為
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
、「
客
観
的
な
社
会
的
諸
制
約
」
を
示
し
た
と
し
て
、
ホ
ネ
ッ
ト
が
ヘ
ー
ゲ
ル
を
援
用
し
た
点
を

指
摘
し
て
い
る
（p.256
）。
そ
し
て
、
ピ
ピ
ン
は
、
ホ
ネ
ッ
ト
が
究
明
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
の
箇
所
に
即
応
さ
せ
な
が
ら
、
自
説

を
展
開
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
ホ
ネ
ッ
ト
の
論
述
内
容
を
明
示
し
つ
つ
そ
の
問
題
点
を
指
摘
・
批
判
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
諸
々
の
社
会
的
な
現
存
在
形
態
（social
form

s
of
existence

）」⑽
は
、「
諸
々
の
近
代
社
会
の
制
度
的
秩
序
の
中
で
正
当
な
位

置
を
占
め
る
権
利
を
有
す
る
」（p.257,
以
上
ピ
ピ
ン
に
よ
る
ホ
ネ
ッ
ト
か
ら
の
引
用
）
と
い
う
意
味
で
、
諸
権
利
を
有
す
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
と
論
じ
て
も
「
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
」
と
（Ibid.

）。
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
現
存
在
の
諸
形
態
は
、
い
か
な
る
意

味
で
も
「
諸
々
の
権
利
要
求
の
実
現
」
で
は
あ
り
え
ず
、
む
し
ろ
権
利
の
諸
要
求
が
「
現
実
性
を
も
つ
た
め
の
制
約
」
に
他
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
と
、
ピ
ピ
ン
は
論
じ
て
い
る
（Ibid.

）。
彼
の
理
解
で
は
、
上
述
の
よ
う
に
社
会
的
な
現
存
在
の
諸
形
態
が
「
現
存
在
す
る
権

利
」
を
有
す
る
と
主
張
し
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
根
本
的
に
は
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
権
原
（entitelm

ent

）
の
要
求
が
拘
束
力
な
い
し
現
実

的
な
効
力
を
持
ち
う
る
の
は
、
さ
ら
な
る
前
提
と
な
る
い
か
な
る
社
会
的
前
提
諸
条
件
（socialpre-pre-conditions

）
の
下
に
お
い
て
で

あ
る
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
具
体
的
に
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
諸
々
の
承
認
相
関
（recognitive

relations

）」
が

「
自
由
の
実
現
の
た
め
の
不
可
欠
の
諸
制
約
」
と
し
て
経
験
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
い
か
な
る
社
会
的
諸
制
約
の
下
に
お
い
て
で
あ

る
の
か
と
（pp.257-8

）。

以
上
の
よ
う
に
、
ピ
ピ
ン
は
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
不
十
分
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、
当
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該
テ
ー
マ
に
お
け
る
社
会
秩
序
な
い
し
人
間
的
共
同
世
界
の
在
り
方
の
理
性
的
・
正
当
的
な
規
範
性
に
関
し
て
彼
独
自
の
「
社
会
秩
序
の

客
観
的
理
性
態
（the

objective
rationality

）」
と
い
う
「
規
範
的
権
威
の
資
格
要
件
」
を
提
示
し
て
い
る
（p.262

）。
す
な
わ
ち
、
彼

は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
示
し
た
社
会
秩
序
に
関
す
る
「
客
観
的
理
性
態
」
と
い
う
資
格
要
件
の
一
般
的
本
性
に
つ
い
て
、「
不
可
避
的
な
諸
々

の
相
互
承
認
相
関
」
の
う
ち
に
あ
る
「
理
性
的
に
自
己
規
定
す
る
諸
々
の
自
由
な
行
為
者
」
と
い
う
規
範
的
権
威
の
「
唯
一
可
能
な
起

源
」
と
矛
盾
し
な
い
仕
方
で
、
社
会
秩
序
の
規
範
的
権
威
の
資
格
要
件
が
具
体
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（Ibid.

）。
こ

の
客
観
的
理
性
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
の
第
二
五
八
節
に
お
け
る
「
国
家
の
概
念
諸
規
定
」
な
い
し
「
国
家
の
規

範
的
地
位
に
対
す
る
査
定
」
と
し
て
第
１
節
の
（
２
）
で
考
察
し
た
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
の
ピ
ピ
ン
の
見
解
と
し
て
は
、「
実
在
性
の

基
底
に
あ
る
構
造
」
は
、
究
極
的
に
「
理
性
（reasen

）」
で
あ
る
と
い
う
想
定
の
も
と
に
、
客
観
的
理
性
態
の
資
格
要
件
の
「
青
写
真

の
モ
デ
ル
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（p.259

）。
す
な
わ
ち
、
近
代
の
人
倫
と
国
家
の
在
り
方
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
「
十
全
に
現
実
化
さ
れ
た
存
在
者
」
で
あ
る
な
ら
ば
、「
客
体
の
普
遍
的
諸
様
相
と
そ
の
特
殊
態
」
と
の
間
の

「
適
切
か
つ
十
全
に
発
展
し
た
論
理
的
相
関
関
係
」
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
（Ibid.

）。
こ
の
国
家
概
念
の
規
定
な
い
し
査
定
に
関
し

て
、
さ
ら
に
『
エ
ン
ツ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
で
は
、「
国
家
の
本
質
は
、
即
自
的
か
つ
対
自
的
に
普
遍
的
な
も
の
（das

an
und

für
sich

A
llgem

eine

）
で
あ
り
、
意
志
に
お
け
る
理
性
的
な
も
の
で
あ
る
」
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、「
自
己
を
知
り
自
己
を
活
動
さ
せ
る
も
の
と

し
て
は
、
端
的
に
主
体
性
（Subjektivität

）」⑾
で
あ
り
、
か
つ
「
現
実
態
と
し
て
は
一
つ
の
個
体
」
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
⑿
。
ヘ

ー
ゲ
ル
の
こ
の
論
述
に
つ
い
て
「
極
め
て
重
要
だ
」
と
し
て
ピ
ピ
ン
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
国
家
が
「
即
自
的
か
つ
『
対
自
的
に
』
普

遍
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
（p.260

）。
つ
ま
り
、「
い
か
に
し
て
普
遍
態
の
資
格
要
件
は
そ
れ
に
賛
同
す
る
〔
そ
れ
を
承

認
す
る
〕
諸
主
体
に
よ
っ
て
明
示
的
に
〔
相
互
に
明
確
な
仕
方
で
〕
支
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
示
そ
う
と
し
て
い

る
と
い
う
（Ibid.

）（
括
弧
内
は
引
用
者
）。
│
│
ホ
ネ
ッ
ト
的
な
論
理
で
換
言
す
れ
ば
、
国
家
に
お
け
る
「
普
遍
的
な
も
の
」（
の
妥
当
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性
）
は
、
諸
主
体
が
「
下
か
ら
上
へ
」
垂
直
的
・
一
方
的
に
承
認
・
従
属
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
対
等
な
諸
主
体
相
互
の
水
平
的
な

承
認
相
関
を
通
じ
た
諸
主
体
に
よ
る
意
思
表
示
に
支
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
│
│
ま
た
、
ピ
ピ
ン
の
国
家
理
解
に
関
す
る
、

「
客
観
的
理
性
態
」
と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
鍵
概
念
は
、「
理
性
的
な
自
己
立
法
（rational

self-legislation

）」
と
い
う
概
念
で
あ
る

（Ibid.

）。
当
該
問
題
に
つ
い
て
、
国
家
の
「
普
遍
的
権
威
」
は
、「『
自
己
認
識
さ
れ
』」、「『
自�

己�

確�

証�

（self-confirm
ed

）』
な
い
し

『
自�

己�

確�

認�

（self-validated

）』
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、「
国
家
の
構
造
組
織
」
は
「
自
己
立
法
的
で
理
性
的
な
有
限
な
存
在
者
」
に
相

応
し
い
形
式
を
持
つ
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（Ibid.

）。
つ
ま
り
、「
意
志
」
が
諸
規
範
を
自
主
的
な
も
の
な
ら
し
め
る
、「『
他
者
関
係
に

お
け
る
自
己
関
係
』
と
し
て
」
適
切
に
理
解
さ
れ
る
と
き
に
、
国
家
は
「
彼
ら
の
〔
そ
の
普
遍
的
な
在
り
方
に
賛
同
す
る
諸
主
体
の
〕
意

志
の
実
現
」（
括
弧
内
は
引
用
者
）
な
の
で
あ
る
と
い
う
。

か
く
し
て
、
以
上
の
よ
う
に
社
会
秩
序
の
「
客
観
的
な
理
性
態
」
と
い
う
要
件
を
論
拠
と
し
て
「
人
倫
」
や
「
国
家
」
の
意
義
に
つ
い

て
論
じ
た
後
、
ピ
ピ
ン
は
さ
ら
に
論
議
を
敷
衍
し
て
社
会
秩
序
の
「
主
観
的
理
性
態
」
に
言
及
す
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
人
倫
や
国
家
に

お
け
る
「
理
性
態
」
は
、
そ
の
対
自
性
や
「
自
己
立
法
」
な
い
し
「
自
己
関
係
」
が
資
格
要
件
成
立
の
た
め
の
動
因
と
な
っ
て
い
た
。
ピ

ピ
ン
は
社
会
秩
序
の
客
観
的
理
性
態
の
特
性
を
よ
り
深
化
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
理
性
態
の
資
格
要
件
の
主
観
的
な
側
面
の
究
明
へ
と
進

む
こ
と
に
な
る
。
彼
が
捉
え
る
理
性
態
の
主
観
性
と
は
、
具
体
的
に
は
「
規
則
に
律
せ
ら
れ
た
社
会
実
践
」
に
お
け
る
諸
要
素
と
し
て
の

「
諸
々
の
実
践
的
理
由
」
の
こ
と
で
あ
る
（p.270

）。
社
会
に
お
い
て
行
為
実
践
す
る
際
に
実
践
的
諸
理
由
を
求
め
・
与
え
・
受
け
容
れ

・
退
け
る
と
い
っ
た
こ
と
す
べ
て
が
そ
の
諸
要
素
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
諸
々
の
正
当
化
は
、「
他
者
た
ち
が
な
す
共
通
の

実
践
を
律
す
る
諸
規
則
」
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
と
し
て
他
者
た
ち
に
提
示
さ
れ
る
と
い
う
（Ibid.

）。「
私
」
が
そ
も
そ
も
「
実
践

的
諸
理
由
」
を
持
つ
と
言
い
う
る
の
は
、「
演
繹
的
に
で
は
な
く
、
発
展
史
的
に
」
形
成
さ
れ
理
解
さ
れ
る
「
社
会
的
諸
制
度
へ
の
寄
与
」

に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
と
さ
れ
る
（pp.263-4

）。
そ
の
限
り
で
、
社
会
的
諸
相
関
の
中
で
生
じ
る
「
行
為
者
性
の
諸
制
約
」
が
そ
れ
ら
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の
諸
制
度
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
か
ら
な
ど
と
い
う
、
社
会
的
諸
制
度
に
「
参
与
す
る
諸
理
由
」
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
社
会
的
諸

制
度
の
理
性
態
（the

rationality
of
social

institutions

）」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
（p.263

）⒀
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ピ
ピ
ン
は
、
こ

れ
ま
で
の
論
議
か
ら
受
け
取
る
べ
き
教
訓
と
し
て
、「
実
践
的
理
性
態
」
は
「
常
に
制
度
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
結
論
を
導
出
す

る
（Ibid.
）。
つ
ま
り
、
制
度
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
、「
実
践
的
理
性
態
」
は
、
そ
の
行
使
に
よ
っ
て
、「
自
由

を
構
成
し
」
た
り
、「
私
が
自
分
の
諸
行
為
を
真
に
自
分
の
も
の
と
経
験
し
う
る
よ
う
な
制
約
」
を
確
立
し
た
り
す
る
論
拠
と
し
て
、
制

度
論
の
重
要
性
を
示
す
中
心
的
概
念
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（Ibid.

）。
こ
の
了
解
の
も
と
で
初
め
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル

が
「
人
倫
」
な
い
し
「
国
家
」
に
お
け
る
「
諸
々
の
制
度
的
な
生
活
形
態
」
へ
の
注
視
を
促
し
た
理
由
を
十
全
に
理
解
し
う
る
の
で
あ
る

（p.272

）。

第
３
節

ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
自
由

最
後
に
、
上
述
の
ピ
ピ
ン
に
よ
る
ホ
ネ
ッ
ト
批
判
の
論
旨
も
援
用
し
な
が
ら
、
主
題
で
あ
る
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
批
判
⒁
を

概
括
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
批
判
の
検
証
を
行
う
。

（
１
）
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
的
人
倫
概
念
批
判

す
で
に
第
１
節
（
２
）
で
論
じ
た
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
に
お
け
る
国
家
と
諸
個
人
と
の
承
認
相
関
に
関
す
る
ホ
ネ
ッ
ト
の
批
判

は
、「
人
倫
」
な
い
し
「
国
家
」
の
「
理
性
態
」
理
解
の
不
十
分
性
の
ゆ
え
に
、
妥
当
性
を
欠
い
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
ホ
ネ

ッ
ト
は
な
ぜ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
人
倫
理
論
な
い
し
国
家
論
を
批
判
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
的
人
倫
概
念
の
何
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

「コミュニケーション的自由」と国家 ― １３２ ―



の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
基
底
に
あ
る
制
度
論
に
対
す
る
ホ
ネ
ッ
ト
の
批
判
の
論
拠
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
彼
の
そ
の
制
度
論
批
判
は
、
彼
が
掲
げ
る
人
倫
領
域
の
在
り
方
の
理
念
的
な
範
型
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
い
る

が
ゆ
え
に
、
そ
の
範
型
の
中
心
と
な
る
人
倫
領
域
が
包
含
す
べ
き
「
諸
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
相
関
（die

K
om
m
unikations-

verhältnisse
）」（S.111

f.

）
や
「
諸
々
の
承
認
規
範
（die

A
nerkennungsnorm

en

）」（S.122

）
な
ど
と
対
比
し
な
が
ら
、
彼
の
批
判
の

論
拠
を
際
立
た
せ
る
形
で
行
う
。

ホ
ネ
ッ
ト
の
『
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
再
生
』
の
最
終
章
の
「
第
６
章
」
で
の
彼
の
ヘ
ー
ゲ
ル
制
度
論
へ
の
批
判
の
主
旨
は
、
上
述

の
よ
う
に
規
範
と
は
「
逆
方
向
の
制
度
的
形
成
物
」
を
人
倫
領
域
に
組
み
込
も
う
と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
（S.122

）。「
人
倫
」

に
お
け
る
そ
の
本
格
的
な
制
度
批
判
に
先
立
っ
て
ま
ず
、
当
該
の
章
で
は
人
倫
の
第
一
領
域
で
あ
る
「
家
族
」
に
お
け
る
「
婚
姻
（die

Ehre

）」
に
つ
い
て
、「
愛
の
相
関
（das

Liebesverhältnis

）」
が
「
婚
姻
契
約
」
に
お
い
て
「
法
的
制
度
の
形
式
」
を
受
け
容
れ
る
こ
と

で
（S.112

）、「
情
熱
」
の
「
激
し
さ
」
と
い
う
感
情
に
不
可
避
的
な
「
偶
然
性
」（§162

）
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（S.112

）。
と
い
う
の
も
、
総
じ
て
近
代
社
会
に
お
け
る
一
定
の
「
諸
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
相
関
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
相

関
が
「
自
由
の
実
現
の
諸
領
域
」
を
表
現
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
愛
」
の
よ
う
な
感
情
に
お
け
る
「
移
ろ
い
易
さ
、

気
ま
ぐ
れ
さ
」
と
い
っ
た
「
諸
々
の
主
観
的
な
行
為
動
機
」
の
向
こ
う
側
に
、「
諸
々
の
法
的
同
意
」
を
通
じ
て
の
み
保
証
し
う
る
よ
う

な
、「
社
会
的
安
定
性
」
な
い
し
「
安
定
し
た
…
自
由
の
制
約
」（
で
あ
る
婚
姻
契
約
）
を
明
示
し
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
だ
か
ら
で
あ

る
（Ibid.

）。
そ
の
限
り
で
婚
姻
は
、「
法
的
に
人
倫
的
な
愛
」
と
い
う
「
人
倫
的
相
関
関
係
」
と
し
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
不
思
議
な
」
こ
と
に
、
以
前
に
は
「
人
倫
」
を
「
第
二
の
自
然
」
な
い
し
「
完
全
に
安
定
し
た
も
の
」
と
し

て
表
明
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
あ
ま
り
に
も
「
頑
迷
」
に
「
実
定
法
的
制
度
化
の
必
然
性
」
を
強
調
し
て
い
る
、
と

し
て
ホ
ネ
ッ
ト
は
非
難
す
る
（S.112

f.

）。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
実
定
法
的
制
度
化
で
な
く
と
も
、「
相
互
主
体
的
に
共
有
さ
れ
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た
諸
々
の
ル
ー
テ
ィ
ン
・
習
慣
」
と
い
っ
た
「『
習
俗
』（Sitten

）
…
の
形
態
」
を
と
る
「
諸
々
の
行
為
実
践
」
で
あ
る
な
ら
ば
、「
諸
々

の
国
家
的
な
法
の
同
意
」
に
頼
ら
ず
に
、「
我
々
の
諸
感
情
の
『
移
ろ
い
易
さ
』」
に
支
配
さ
れ
な
い
安
定
性
を
持
ち
う
る
と
い
う

（S.113
）。
さ
ら
に
彼
は
、
人
倫
領
域
全
体
が
歴
史
的
に
発
生
し
、
合
理
的
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
「
諸
々
の
行
為
習
慣
の
社
会
的
具
現
化
」

と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
強
調
し
て
い
る
点
に
関
し
て
、
近
代
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
諸
相
関
に
お
け
る

こ
の
「
核
心
領
域
」
は
過
度
に
固
定
化
さ
れ
た
り
、
不
変
的
な
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
付
言
し
て
い
る
（S.114

）。
と

い
う
の
も
、
そ
の
核
心
領
域
の
固
定
化
・
不
変
化
は
、
そ
れ
に
特
有
な
す
べ
て
の
「
可
塑
性
」
を
失
う
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
核
心
領
域
は

各
々
の
主
体
が
自
由
を
根
拠
に
等
し
く
参
加
可
能
な
「
社
会
的
相
互
作
用
の
諸
相
関
」
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
「『
習
俗
』
の
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
」、
す
な
わ
ち
完
全
に
は
規
制
し
え
な
い
「
習
慣
形
成
（G

ew
ohnheitsbildung

）」
の
特
性
を
失
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る

（S.115

）。
か
く
し
て
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
の
さ
し
あ
た
り
の
帰
結
と
し
て
人
倫
領
域
が
包
含
す
べ
き
は
ず
の
も
の
は
、

社
会
の
近
代
化
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
諸
相
関
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
（Ibid.

）。
彼
の
以
上
の
論
述
か

ら
ま
ず
確
認
す
る
必
要
の
あ
る
点
は
、
彼
は
制
度
の
固
定
化
・
不
変
化
に
関
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
制
度
論
を
批
判
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ほ
ど

単
純
に
は
行
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
上
に
見
た
よ
う
に
、
人
倫
領
域
全
体
で
な
さ
れ
る
諸
々
の
行
為
習
慣
の
具
現

化
に
お
け
る
「
習
慣
形
成
の
特
性
」
の
意
義
を
十
二
分
に
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
彼
は
、
一
体
ヘ
ー
ゲ
ル
の
制
度
論
の
何
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
諸
相
関
の

一
方
の
特
性
で
あ
る
、
習
慣
形
成
に
お
い
て
安
定
性
を
与
え
る
「
制
度
的
性
格
」
か
ら
由
来
す
る
、（
国
家
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
）
法

が
持
つ
「
特
定
の
支
持
機
能
」
と
、「
法
的
に
把
握
さ
れ
た
諸
制
度
」
と
を
全
体
と
し
て
「
同
一
視
」
す
る
と
い
う
「
誤
り
」
が
な
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
（Ibid.

）。
す
な
わ
ち
、
人
倫
領
域
は
一
方
で
確
か
に
家
族
に
お
け
る
「
相
互
の
愛
に
よ
る
自
己
実
現
」
の
よ
う
な

「
諸
々
の
社
会
的
価
値
領
域
」
を
再
構
成
す
る
た
め
に
は
、
安
定
性
と
強
固
さ
を
も
た
ら
す
「
適
切
な
法
的
諸
前
提
の
設
立
」
を
必
要
と

「コミュニケーション的自由」と国家 ― １３４ ―



す
る
（S.115

f.

）。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
事
態
と
「
制
度
（eine

Institution

）」
が
た
だ
「
国
家
的
に
認
可
さ
れ
た
契
約
」
に
の
み
負
っ

て
い
る
と
い
う
事
実
と
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
十
分
に
明
確
に
は
区
別
し
て
い
な
い
と
い
う
（S.115

）。
ホ
ネ
ッ
ト
の
考
え
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル

は
近
代
社
会
を
例
え
ば
「
友
情
」
と
い
う
相
互
作
用
範
型
の
よ
う
な
他
の
変
容
し
た
諸
形
態
（Spielform

en

）
と
い
っ
た
、「
社
会
的
制

度
化
」
の
異
な
る
諸
形
態
に
も
十
分
に
余
地
を
与
え
る
、「
諸
々
の
承
認
領
域
の
複
合
体
」
と
し
て
想
起
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

（S.115
f.

）。
換
言
す
れ
ば
、
人
倫
領
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
の
「
社
会
的
諸
実
践
の
一
定
の
範
型
」（「
家
族
」
に
お
け
る
婚
姻
契
約
や

「
欲
求
の
体
系
」
に
お
け
る
取
引
の
契
約
な
ど
）
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
範
型
は
ま
た
「
相
互
承
認
と
〔
個
人
的
な
〕

自
己
実
現
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
「
特
有
な
交
差
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（S.121

）。
と
こ
ろ
が
、
ホ
ネ
ッ
ト

は
、
人
倫
領
域
の
第
二
領
域
で
あ
る
市
場
に
媒
介
さ
れ
た
取
引
が
行
わ
れ
る
「
市
民
社
会
」
の
章
の
最
終
節
に
「
職
業
団
体
（die

K
or-

poration

）」⒂
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
導
入
し
た
こ
と
に
対
し
て
、「
規
範
と
し
て
異
な
っ
た
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
逆
方
向
の
制
度
的
形
成
物
を
人
倫

領
域
に
組
み
込
も
う
と
し
て
い
る
」
と
し
て
強
く
反
対
し
て
い
る
（S.122

）。
と
い
う
の
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
倫
領
域
を
全
体

と
し
て
「
諸
々
の
社
会
的
な
行
為
実
践
の
特
有
の
調
和
的
集
合
体
（ein

Ensem
ble

）」
と
同
一
視
し
う
る
可
能
性
が
少
な
く
な
る
か
ら
だ

と
い
う
（Ibid.

）。「
家
族
」
の
領
域
は
、
唯
一
の
相
互
作
用
範
型
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
仮
設
的
に
他
の
実
現

諸
形
態
を
も
表
象
可
能
に
す
る
よ
う
な
範
型
と
し
て
、「
愛
」
の
諸
相
関
の
中
に
確
認
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、「
職
業
団

体
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
領
域
の
「
承
認
諸
規
範
」
と
し
て
「
完
全
に
独
自
の
種
類
の
も
の
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
市
場
の
相
互

作
用
相
関
と
並
ん
で
「
全
く
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
領
域
」
が
登
場
し
た
こ
と
に
な
る
と
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
論
じ
て
い
る
（Ibid.

）。

つ
ま
り
、
彼
は
、
三
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
倫
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
「
唯
一
の
相
互
作
用
範
型
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
あ
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
上
述
の
よ
う
に
「
市
民
社
会
」
の
領
域
に
お
け
る
「
職
業
団
体
」
の
位
置
づ
け
は
、
こ
の
領
域
の

「
承
認
範
型
」
と
し
て
は
「
完
全
に
独
自
の
種
類
の
も
の
」
の
導
入
で
あ
り
、『
法
哲
学
』
の
「
体
系
的
水
準
」
に
関
し
て
そ
の
内
部
で
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「
簡
単
に
は
解
消
で
き
な
い
…
問
題
」
を
生
起
さ
せ
て
い
る
と
、
論
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
（S.121

）。

次
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
批
判
に
つ
い
て
、
そ
の
批
判
の
鍵
概
念
と
な
る
の
は
「
政
治
的
公
共
性
（eine

poli-

tische
Ö
ffentlichkeit

）」
と
「
民
主
的
意
志
形
成
（die

dem
okratische

W
illensbildung

）」
と
い
う
二
つ
の
概
念
で
あ
る
（S.127

）。
彼

の
国
家
論
批
判
は
、
上
述
の
「
職
業
団
体
」
批
判
の
展
開
の
後
に
当
該
著
作
「
第
６
章
」
の
最
終
盤
に
お
い
て
極
め
て
簡
潔
に
行
わ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
具
体
的
論
点
を
こ
の
鍵
概
念
に
関
し
て
見
る
と
、
ま
ず
「
政
治
的
公
共
性
」
に
つ
い
て
は
こ
の
術
語
に
関
連
す

る
「
公
共
的
自
由
（die

öffenliche
Freiheit

）」
の
概
念
が
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
自
由
」
の
概
念
に
包
括

さ
れ
る
そ
の
政
治
的
側
面
の
概
念
と
み
な
し
う
る
と
と
も
に
、
他
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
も
多
用
さ
れ
、
彼
の
解
釈
視
点
を
明
示
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
（S.124

ff.

）
が
ゆ
え
に
、
こ
の
概
念
の
考
察
か
ら
始
め
る
。「
国
家
の
人
倫
的
意
義
」
に
関
す
る
理
解
の
鍵
と
な
る
表
現

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
箇
所
で
、
こ
の
「
公
共
的
」
自
由
は
、
個
々
人
が
他
者
の
活
動
の
中
に
「
共
同
で
追
求
さ
れ
る
諸
目
的
」
へ
の
貢

献
を
認
識
し
う
る
、「
協
同
的
（kooperativ
）
実
践
の
形
式
」
を
指
示
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
（S.124

f.

）。
こ
こ
で
「
公
共
的
」

自
由
と
は
、
諸
主
体
が
「
思
考
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
普
遍
的
な
諸
法
則
と
諸
原
則
に
従
っ
て
」（§258

）
互
い
に
（
相
互
作
用
範
型
に
お

い
て
）
交
差
し
合
い
、
そ
の
結
果
彼
ら
諸
主
体
の
「
共
同
作
用
」
が
（
国
家
に
お
け
る
）「『
普
遍
的
な
も
の
』」
の
実
現
に
役
立
つ
よ
う

な
、
諸
行
為
を
そ
の
都
度
彼
ら
が
全
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
到
達
す
る
「
自
由
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
（S.125

）。
こ
の
よ
う
な
公

共
的
自
由
の
概
念
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
実
際
に
想
起
し
て
い
た
な
ら
ば
、
国
家
を
「
相
互
承
認
」
の
第
三
領
域
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
が
彼
に

と
っ
て
容
易
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
付
言
し
て
い
る
（Ibid.
）。
さ
ら
に
、
自
由
主
義
的
な
「
強
制－

悟
性
国
家
」
に
対
す

る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
批
判
（§258

）
か
ら
「
憲
法
愛
国
主
義
の
必
然
性
」
の
素
描
（§268

）
へ
ま
で
延
び
る
、
ホ
ネ
ッ
ト
が
「
共
和
主
義
的
読

解
の
ラ
イ
ン
」
と
呼
ぶ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
政
治
的
諸
利
益
の
た
め
の
活
動
で
あ
る
「
相
互
主
体
的
実
践
（die

intersubjek-

tive
Praxis

）」
に
そ
の
実
体
が
あ
る
と
さ
れ
る
、「
公
共
的
自
由
」
の
表
象
が
見
ら
れ
る
と
い
う
（S.126

）。
か
く
し
て
、「
政
治
的
公
共
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性
」
と
い
う
鍵
概
念
に
関
し
て
、「
公
共
的
自
由
」
と
い
う
理
念
的
な
も
の
と
は
「
全
く
別
の
読
解
」
が
見
出
さ
れ
る
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ

ル
が
国
家
公
民
を
「
奉
仕
す
る
臣
民
」
の
役
割
に
お
い
て
見
る
箇
所
を
含
む
と
さ
れ
る
第
二
五
七
節
と
第
二
六
〇
節
で
は
、「
権
威
主
義

的
な
自
由
主
義
」
が
現
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
政
治
的
な
共
同
形
成
」
の
機
会
を
彼
ら
に
委
ね
て
は
い
な
い
と
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
指
摘
し
て

い
る
（Ibid.
）。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
中
に
は
「
政
治
的
公
共
性
」
の
理
念
お
よ
び
、「
民
主
的
意
志
形
成
」
の
表
象

の
極
わ
ず
か
な
痕
跡
す
ら
見
出
さ
れ
な
い
と
、
端
的
に
彼
は
論
じ
て
い
る
（S.126

f.

）。

も
う
一
方
の
「
民
主
的
意
志
形
成
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
当
該
章
の
最
終
盤
の
限
定
さ
れ
た
箇
所
で
多
用
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ネ
ッ
ト
が

ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
批
判
点
と
し
て
最
も
主
張
し
た
い
中
心
的
論
点
と
み
な
し
う
る
。
こ
の
概
念
に
関
す
る
彼
の
論
旨
は
、
基
本
的
に
上

述
の
「
共
和
主
義
的
諸
傾
向
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
国
家
領
域
を
民
主
的
意
志
形
成
の
「
政
治
的
相
関
関
係
」
と
し
て
解
釈

し
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
（S.127
）。
確
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
自
由
主
義
者
と
し
て
「
国
家
秩
序
の
正
当
性
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
個
々

の
市
民
の
「
自
由
な
同
意
」
に
依
拠
さ
せ
て
い
る
と
い
う
（§262

）。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
市
民
に
共
通
に
「
主
権
者
の
集
団
的
役
割
」

を
与
え
て
い
な
い
と
、
ホ
ネ
ッ
ト
は
述
べ
る
（S.127
）。
要
す
る
に
、
承
認
諸
相
関
と
し
て
の
三
つ
の
人
倫
領
域
が
形
成
す
る
「
道
徳
的

で
自
由
を
保
証
す
る
秩
序
連
関
」
に
国
家
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
な
ら
ば
、「
自
由
の
諸
空
間
の
制
度
的
形
成
」
に
つ
い
て
判
定
す
る
こ

と
が
、
最
終
的
か
つ
本
来
的
な
政
治
的
領
域
に
お
け
る
「
民
主
的
意
志
形
成
」
の
課
題
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
（Ibid.

）、
そ
の
よ
う
な

国
家
領
域
の
最
重
要
と
み
な
し
う
る
課
題
は
、
実
際
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
に
お
い
て
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
批
判
の
検
証
│
│
ホ
ネ
ッ
ト
vs.
ピ
ピ
ン
│
│

こ
れ
ま
で
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
『
ヘ
ー
ゲ
ル
『
法
哲
学
』
の
再
生
』
に
お
け
る
中
心
概
念
で
あ
る
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
自
由
」

概
念
の
中
核
を
占
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
諸
相
関
を
基
軸
と
し
た
、
彼
の
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
解
釈
の
特
性
お
よ
び
、
そ
の
主
題
と
言
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い
う
る
ヘ
ー
ゲ
ル
制
度
論
・
国
家
論
批
判
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
本
稿
の
結
論
と
し
て
、
第
２
節
で
概
括
し
た
ピ
ピ
ン
の
ヘ
ー

ゲ
ル
哲
学
解
釈
を
媒
介
的
観
点
と
し
て
援
用
し
な
が
ら
、
極
簡
潔
に
ホ
ネ
ッ
ト
の
批
判
の
検
証
を
行
う
。

本
節
（
１
）
で
論
じ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
基
底
的
理
論
と
な
る
彼
の
制
度
論
と
国
家
論
と
の
ホ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
批
判
の
中
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
取
り
上
げ
て
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。
ま
ず
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
制
度
論
批
判
の
う
ち
「
職
業
団
体
」
論
批

判
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
批
判
の
要
点
は
、
三
つ
の
各
人
倫
領
域
が
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
「
唯
一
の
相
互
作
用
範
型
」
に
よ
っ
て
特
徴

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、『
法
哲
学
』
全
体
の
「
体
系
的
水
準
」
を
保
持
し
う
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
市
民
社
会
」
領

域
に
「
承
認
諸
範
型
」
と
し
て
異
質
で
「
完
全
に
独
自
の
種
類
の
も
の
」
と
み
な
し
う
る
、「
職
業
団
体
」
を
組
み
込
ん
だ
の
は
不
当
で

あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
示
さ
れ
た
「
職
業
団
体
」
と
い
う
制
度
を
規
範
的
に
逆
方
向
と
な
る
異
質
な
「
制
度
的
形
成

物
」
と
捉
え
る
制
度
そ
の
も
の
の
解
釈
の
仕
方
は
、
第
２
節
で
見
た
ピ
ピ
ン
の
「
制
度
」
理
解
に
お
け
る
、「
国
家
の
構
造
組
織
」
を

「
理
性
的
な
自
己
立
法
」
と
し
て
国
家
の
普
遍
的
な
在
り
方
に
賛
同
す
る
諸
主
体
の
「
意
志
の
実
現
」
と
見
る
観
点
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

確
か
に
ホ
ネ
ッ
ト
は
、
近
代
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
諸
相
関
の
「
核
心
領
域
」
は
、
各
主
体
が
自
由
を
根
拠
に
等
し
く
参
加
可
能
な

「
社
会
的
相
互
作
用
の
諸
相
関
」
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
、「
習
慣
形
成
」
の
特
性
を
持
つ
と
論
じ
て
い
た
。「
習
慣
形
成
」
と
い
う
、
ホ

ネ
ッ
ト
の
制
度
理
解
の
こ
の
動
的
・
主
観
的
側
面
に
関
し
て
は
、
こ
れ
に
対
し
て
ピ
ピ
ン
は
、
社
会
的
諸
相
関
の
中
で
生
じ
る
「
行
為
者

性
の
諸
制
約
」
が
諸
制
度
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
、
社
会
的
諸
制
度
に
「
参
与
す
る
諸
理
由
」
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
、「
社

会
的
諸
制
度
の
理
性
態
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
て
い
た
。
い
ま
見
た
制
度
に
関
す
る
両
者
の
分
析
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
制
度
の

形
成
の
観
点
を
も
含
め
た
制
度
そ
の
も
の
の
内
的
本
質
に
関
す
る
捉
え
方
に
つ
い
て
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
制
度
理
解
は
、
諸
々
の
行
為
主
体
の

関
わ
る
そ
の
主
体
的
側
面
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
術
語
で
言
え
ば
、「
相
互
主
体
性
」
の
側
面
の
展
開
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
批
判
に
つ
い
て
は
、「
政
治
的
公
共
性
」
な
い
し
「
公
共
的
自
由
」
の
概
念
を
取
り
上
げ
る
と
、
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特
に
政
治
的
諸
利
益
の
た
め
の
活
動
で
あ
る
「
相
互
主
体
的
実
践
」
に
そ
の
実
体
が
あ
る
と
さ
れ
た
、「
公
共
的
自
由
」
は
、
ピ
ピ
ン
の

「
実
践
的
理
性
態
」
な
い
し
「
主
観
的
理
性
態
」
の
概
念
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
公
共
的
自
由
」
に

関
し
て
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
国
家
公
民
を
「
奉
仕
す
る
臣
民
」
と
み
な
し
、
彼
ら
に
「
政
治
的
な
共
同
形
成
」
の
機
会
を
委
ね
て
い
な
い
点

が
批
判
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
連
す
る
ピ
ピ
ン
の
論
述
は
、「
国
家
の
本
質
」
に
関
し
て
国
家
が
「
即
自
的
か
つ
対
自
的
に
普
遍
的

な
も
の
」
で
あ
る
点
を
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、「
い
か
に
し
て
〔
国
家
に
お
け
る
〕
普
遍
態
の
資

格
要
件
は
、
そ
れ
に
賛
同
す
る
〔
そ
れ
を
承
認
す
る
〕
諸
主
体
に
よ
っ
て
明
示
的
に
支
え
ら
れ
る
か
」（
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
い
う
こ

と
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
示
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
国
家
の
対
自
性
に
関
す
る
ピ
ピ
ン
の
論
究
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
れ
を
論
じ
た
箇
所

で
ホ
ネ
ッ
ト
的
な
論
理
に
換
言
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
い
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
に
お
け
る
「
普
遍
的
な
も
の
」
の
妥
当
性
は
、
諸

主
体
が
「
下
か
ら
上
へ
」
垂
直
的
・
一
方
的
に
承
認
・
従
属
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
対
等
な
諸
主
体
相
互
の
水
平
的
な
承
認
相
関
を

通
じ
た
、
諸
主
体
に
よ
る
意
思
表
示
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
。
こ
の
よ
う
に
、
ピ
ピ
ン
の
国
家
理
解
に
よ
れ
ば
、
国
家
に
お
け
る

「
普
遍
的
な
も
の
」
│
│
具
体
的
に
は
人
倫
的
共
同
体
に
お
け
る
共
通
善
と
し
て
の
理
念
的
・
社
会
的
な
価
値
・
秩
序
と
し
て
理
解
し
う

る
│
│
と
諸
個
人
と
の
相
関
関
係
は
、
ホ
ネ
ッ
ト
の
批
判
的
な
把
握
の
よ
う
に
、
諸
主
体
に
よ
る
「
下
か
ら
上
へ
」
の
垂
直
的
・
一
方
的

な
承
認
・
従
属
で
は
決
し
て
な
く
、
国
家
の
普
遍
態
に
賛
同
し
そ
れ
を
承
認
す
る
諸
主
体
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
な
る
。
つ

ま
り
、
す
で
に
第
１
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
家
と
諸
個
人
と
の
相
関
関
係
は
、
相
互
浸
透
的
な
合
一
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
そ
の
限
り

で
諸
個
人
相
互
の
協
同
的
実
践
と
い
う
対
等
な
水
平
的
承
認
諸
相
関
を
通
じ
て
実
体
的
精
神
│
│
な
い
し
ホ
ネ
ッ
ト
の
術
語
で
は
「
国
家

秩
序
の
目
的
」
に
つ
い
て
の
国
家
公
民
に
よ
る
同
意
│
│
を
形
成
す
る
よ
う
な
仕
方
で
、
初
め
て
成
立
し
う
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル
国
家
論
の
中
に
は
、「
民
主
的
意
志
形
成
」
の
「
極
わ
ず
か
な
痕
跡
す
ら
見
出
せ
な
い
」、
と
い
う
ホ
ネ
ッ
ト
の
主
張

は
、
言
い
過
ぎ
で
あ
り
、
実
際
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、「
議
会
」
に
お
け
る
代
表
制
概
念
に
よ
っ
て
「
民
主
的
要
素
（das

dem
okratische

Ele-
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m
ent

）」
を
「
理
性
的
な
」
仕
方
で
統
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
（V

gl.§308

）。
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は
、
節
数
の
み
を
記
す
。
補
遺
か
ら
の
引
用
は
、W

erkausgabe,
B
d.7

を
用
い
る
。
な
お
、
引
用
文
中
の
イ
タ
リ

ッ
ク
体
に
よ
る
強
調
は
、
傍
点
を
付
し
て
示
す
。

⑵

拙
稿
「
人
倫
と
自
由
│
│
Ａ
・
ホ
ネ
ッ
ト
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
自
由
」
概
念
か
ら
見
た
ヘ
ー
ゲ
ル
自
由
論
│
│
」（『
同
志
社
哲
学
年

報
』
第
四
一
号
、
二
〇
一
八
年
、
二
〇
│
三
六
頁
）
参
照
。
本
稿
は
こ
の
従
前
の
研
究
の
続
稿
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。
な
お
、
ホ
ネ
ッ
ト
は

こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
解
釈
に
際
し
て
、
彼
の
前
著
『
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
』（
一
九
九
二
年
）（H

onneth,A
.,K
am
pf
um

Anerkennung,

Frankfurt
a.M

.1992.

）
で
「
人
倫
の
形
式
的
な
構
想
」
を
仕
上
げ
る
際
に
確
立
し
た
、「
愛
」・「
法
（
権
利
）」・「
連
帯
」
と
い
う
「
ポ
ス
ト
伝

統
的
な
承
認
相
関
」
の
三
つ
の
モ
デ
ル
を
援
用
し
て
い
る
（V

gl.ibid.,
S.274

ff.

）。

⑶

H
egel,G

.W
.F.,Vorlesungen

über
Rechtsphilosophie

1818-1831.
Edition

und
K
om
m
entar

in
sechs

B
änden

von
K
.-H
.Ilting,Stuttgart

/B
ad
C
annstatt1973

ff.,B
d.4,S.349

u.391.

⑷
「
善
」
と
「
良
心
」
の
「
相
関－

構
造
」
論
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
が
目
指
し
た
も
の
│
│
〈
体
系
と
し
て
の
人
倫
〉・
自
由
・

国
家
│
│
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
一
一
四
│
三
八
頁
参
照
。

⑸

前
掲
拙
稿
、
二
八
│
九
頁
参
照
。

⑹

H
egel,G

.W
.F.,Vorlesungen

über
die
Philosophie

der
G
eschichte,

in
:
W
erkausgabe,

B
d.12,S.403

f.

⑺

ル
ソ
ー
な
ど
の
社
会
契
約
論
の
立
場
に
関
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
究
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
「
第
九
章
『
法
の
哲
学
』
に
お
け
る
近
代
国
家
論
」

の
「
第
二
節
」
の
特
に
二
〇
六
│
八
頁
参
照
。

⑻

Pippin,R
.B
.,H

egel’s
PraktikalPhilosophy.RationalAgency

as
EthicalLife,

N
ew
Y
ork

2008,op.cit.,
pp.258-62.

⑼

こ
れ
以
降
、Pippin,R

.B
.,op.cit.

か
ら
の
引
用
はp.

の
略
号
の
後
に
頁
数
の
み
を
記
し
て
示
す
。

⑽

原
語
の
ド
イ
ツ
語
は
、die

sozialen
D
aseinsform

en

で
あ
る
。
な
お
、
関
連
し
た
研
究
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。C

f.N
euhouser,F.,Fouda-

tions
ofH

egel’s
SocialTheory

:
Actualizing

Freedom
,
C
am
bridge

2000.
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⑾

ピ
ピ
ン
の
引
用
で
は
、
こ
の
箇
所
は“as

self-know
ing

and
self-validating

〔bestätigend

〕basic

〔schlechthin

〕subjectivity”

（
自
己
を
知

り
自
己
を
確
認
す
る
〔
確�

証�

さ�

せ�

る�

〕
も
の
と
し
て
は
、
端
的
な
〔
端�

的�

に�

〕
主
体
性
）
と
な
っ
て
い
る
（pp.259-60.

）。

⑿
H
egel,G

.W
.F.,Enzyklopädie

der
philosophischen

W
issenschaften

im
G
rundrisse

(1830),
in
:
G
esam

m
elte

W
erke,

B
d.20,§537.

⒀

こ
の
「
社
会
的
諸
制
度
の
理
性
態
」
の
資
格
要
件
（
の
主
観
的
側
面
）
に
関
す
る
具
体
例
と
し
て
、
ピ
ピ
ン
は
「
陪
審
裁
判
」
に
お
け
る
「
公
開

性
」・「
理
性
性
」
と
い
う
制
約
を
挙
げ
て
い
る
（§228

）。
彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
市
民
た
ち
が
「
裁
判
制
度
へ
の
信
頼
」
を
守
り
、
そ
の
制
度

を
支
持
す
る
理
由
を
主
観
的
に
持
ち
う
る
か
否
か
は
、
制
度
そ
れ
自
体
の
（「
法
の
前
の
平
等
」
な
ど
の
）「
暗
黙
の
規
準
」
と
、
制
度
そ
れ
自
体

の
中
で
参
与
者
た
ち
が
与
え
・
受
け
取
る
「
諸
々
の
思
慮
」
と
に
掛
か
っ
て
い
る
と
い
う
（pp.269-70.

）。

⒁

ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
「
第
九
章
」（
一
九
八
│
二
二
一
頁
）
参
照
。
ま
た
、
以
下
も
参
照
。C

f.Pelczynski,Z.A
.,

‘The
H
egelian

conception
of
the

state’,H
egel’s

Political
Philosophy

:problem
s
and

perspectives,
ed.Z.A

.Pelczynski,London,N
ew

Y
ork

1971.

加
藤
尚
武
・
滝
口
清
栄
編
『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
』
理
想
社
、
二
〇
〇
六
年
。

⒂
「
職
業
団
体
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
「
第
七
章
『
法
の
哲
学
』
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
の
弁
証
法
」
の
「
第
六
節

内
務
行
政
と
職
業
団

体
│
│
「
国
家
」
概
念
の
生
成
論
│
│
」（
一
七
四
│
七
頁
）
参
照
。
ま
た
、「
内
務
行
政
と
職
業
団
体
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

V
gl.Priddat,B

.P.,H
egelals

Ö
konom

,
B
erlin

1990.

ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
の
「
国
家
」
の
章
に
お
け
る
「
職
業
団
体
」
論
に
つ
い
て
は
、

日
暮
雅
夫
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
の
問
題
」（『
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究vol.20

』
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
編
、
二
〇
一
四
年
、

四
五
│
五
四
頁
）、
特
に
五
一
│
三
頁
参
照
。
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